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信仰間競合からみた金村信仰圏の空間的意味

松井圭介
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I はじめに

宗教集団の分布や地域社会への伝播，信仰留の空間構造の解明は，従来から研究の蓄積がなされて

きた分野であり，近年も研究成果の蓄積をみている分野である(小田， 2002 ;松井， 1993)。最近10

年間の成果に限定しでも，三木一彦，松杉力修，藤村健一，竹村一男，金子直樹らが精力的に成果を

発表している。

三木は一連の研究(三木， 1994 ; 1996ab ; 1998 ; 1999) において，埼玉県秩父地域における三峰

信仰の展開と地域への受容の問題を明らかにしている。三木は，信仰集団の存立を外部要因との関わ

りから考察するとともに，地域に受容された複数の信仰対象の中で三峰信仰を取り上げている。

地域への信仰受容という視点では，松杉の研究(松杉， 1994 ; 1997 ; 1999) がある。松杉の関心

も信仰が地域にいかに浸透していくかの解明にあり その際に地域への信仰(宗教)の浸透過程をみ

るには，教団(布教者)側からの視点だけでなく，信仰を受容した地域の側から地域社会と信仰との

関わりをみていく必要があることを指摘している(松杉， 1999)。

三木や松杉の一連の研究が社会・経済的背景や地域間交流を含む地域的基盤から信仰の伝播・浸透

過程を分析したのに対し，藤村 (2001) は奥熊野の村落を事例に，新宗教などの外来宗教がいかにし

て地域に定着していくかを既存の宗教や民間信仰との関わりから検討している。同じく竹村 (1996，

2000) は，末日聖徒イエス・キリスト教会の布教と受容形態を浄土真宗など既存宗教との関わりで論

じた。藤村や竹村の研究はいずれも，外来の信仰が地域に定着する要因として当該地域の宗教事情を

あげ，向一地域における複数宗教の共存-競合の問題に焦点をあてたものである。
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信仰の地域受容の様態を空間構造という視点から分析する研究として信仰圏研究が挙げられる。筆

者は笠間稲荷と金村JJIj雷ネIj咋土を事例に，イ言仰i習の地域的特性を論じた(松井， 1995; 1999 ; Matsui， 

1999)。信仰圏という視点では，岩木11J (金子， 1997)，太平UJ(筒井， 1999)，鳥海山(筒井， 2001) 

といった山岳宗教の信1ilJI習に関する研究が蓄積されている。これらは講中の分布や参詣習俗に着目し，

信仰闘の地域差の生じる過程や形成要因を考察したものである。

これらの研究は，宗教の分布や伝播状況を通して，信仰を受容した地域の1WJから地域と信仰の関わ

りの解明を試みた点で共通の関心を有しているといえるが，分析の視角は 2つに大別される。一方は

1If:ll njjjや伝導者などの教団(布教者)やその信仰者に焦点をあて，同一地域における複数宗教の共存・

競合の様態という視点から信仰の地域受容をとらえようとする研究であり，他方は，信仰の受容を地

域の社会・経済的状況や地域間交流など外部要因との関わりから分析した研究である。

本稿は基本的に前者の視点に立つものである。日本の宗教の場合，複数の宗教が個人や集落を単位

に同時に併存する形で信仰されており，複数の宗教相互間の重層的な分布構造を分析することが必要

である。また外来(地域外)宗教と土着(地域内)宗教の習合が顕著であり，複数の宗教が重層的に

地域に展開されている。それぞれの地域では，地縁， J血縁を媒体とした氏ネ111.産土神を紀ると同時に，

日待-月待，ElJの初1 山の神など在来の伝統的民俗信仰を基盤とする講が結成され， I可11寺に名社・

UJへ各種の信仰を祈念する参拝講-代参講が組織されている。さらには新宗教を例とする救済を中心

とする宗教に対して 地域という枠を越えて個人的に信仰を寄せる人も多い。

本研究ではこのように握めて多様かつ習合的に展開してきた宗教の様態を，現代において地理学的

に問うことが課題となる。このことは自本の宗教風土を解明する上で重要な意味をもっと考えられる。

従来の研究では，ある特定の宗教に対する信仰事例を集落内に併存する他信仰の受容形態と比較検討

することを通して，信仰留の空間的特性の解明にあたるという視点が欠如していた。拙稿でも，信仰

i習の範域画定(松井， 1995 ; 1999) ゃある特定の信仰の集落における受容形態の差異を考察

(Matsui， 1999) してきたものの，集落レベルにおいて複数信仰間の受容形態の差異にはト分に言及

できなかった。

したがって本稿では，こういった日本の宗教的特性を鑑み，氏子地域を超えて信仰が他地域に伝播

した崇敬祈願型!神社 1)に着目し 信仰閣にみられる地域的差異を産土神祭杷を含む複数の信仰向の受

容形態の差異という視点から明らかにすることを呂的とする。

本稿で分析の対象とする金村別雷神社(茨城県つくば市)は賀茂別雷(上賀茂)神社からの勧請の

縁起をもち，茨城県南西部から埼玉県南東部にかけての農村集落において，雷神あるいは農業神とし

て多くの講が組織されている。 同地域の農村集落においては，本研究で直接の対象とする金村講の他

にも，笠間講，成田講，榛名講，大山講，御巌講，三 111争議をはじめとする多数の社寺参拝講を確認し

ている。この地域には江戸時代~_)、降に開墾された新田集落が多く，劣悪な土地条件に起因する低生産

性および生産の不安定性が，さまざまな社寺参詣講を成立させた一つの要因となっており，これに社

寺側の御利益i宣伝や集落での産土神の機能といった地域的条件が加わり，信仰菌が重層的に分布する

ようになったものと考えられる。
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松井(1999)では金付信仰留を以下の 2つに区分した(第 l凶)。第 l次信仰留は金村別雷神社を

I:IJ心に，北西方向から南東方向にかけての長径50km，短径20kmの紡錘形の格IT]状をまーする地域で

ある。茨城県間部から南部にかけての結城市，関城町，八千代町，千代川村，石下町，水海道市，つ

くば市車型地区， I可谷EEl部地区，伊奈IIlT，谷和原村，藤代町，取手市などを含む地域が第 l次信仰i習

に該当する。この第 l次信仰閣は，春または秋に総参を行う講や辻本しとされる大札や田畑に記るを虫

l絵札の授与を願う誌が主として分布する地域である。

第2次信仰|習は，第 1次信仰閣の主として南側に接する外縁部に位置する。茨城県西部の岩井市南

西部，境IIlT，茨城県南東部の河内IHT，東IIlT，江戸崎町や埼玉県南東部および千葉県の北部の市町村ーを

含んでいる。この第 2次信仰!翠は，代参諮の分布の集積地域である。

そこで本稿では，各信仰留から事例地区を選択し，各地区において金村信仰と他の諸信仰との受容

形態の差異を検討し，その意味を考察した。

1 

第 1図 金村別雷神社信仰圏の地域区分(1995年)

(松井， 1995による)



52 

E 第 1次信仰題における信仰の受容形態

一つくば市中東地区の事例

つくば市中東地区は，金村別雷神社の東 5kmに位置する，東谷田)11左岸の台地上の集落である。

集落中央部を東西に県道土浦-境線が通り 集落の中心部はこの県道より北側の部分にあたる。都市

化が急速に進展している地域であり，調査II寺 (1995年)の戸数は43，人口は 176である。

本章ではまず中東地区にある宗教組織と年間の宗教行事を検討し，次に住民の参拝行動を分析する。

II -1 宗教景観

第 2区jは中東地区における宗教施設の分布と宗教組織の加入世帝および、中東地区で、卓越する N姓世

情の分布を示したものである。集落北部に産土社で、ある神明神社が柁られている。鳥居と拝殿は南関

し，神社の裏手にあたる北側は林地になっており，典型的な産土社の景観を呈しているが，参道はコ

ンクリート化されており，祭礼時を除くと参拝者は少ない。中東地区のほぼ中央に中東農村集落セン

ターがある。ここは集落の集会所として利用されているが，廃仏致釈以前は東光院という寺号を有す

¥ 

¥ 

¥ 

¥ 

O lOOm 

。*村Iヰ村{

マ 道切り主場場品易一所

公中東農村集務センター(栄光院跡)

u 氏子・金村講・愛宕講・大杉講各来日止を)Jll入ill滞

盟盟会村議・愛宕講・大杉詩各車回遊加入i立，Hj;

N N姓の1ft千14:
0 金村1]IJ雷神社個人崇敬者

第 2図 つくば市中東地区における宗教組織(1995年)

(現地調査より作成)
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る真言宗の寺院であった。境内地には，六地蔵型灯篭と層塔が残されており，かつて寺院であった名

残が景観的にも残存している。この集落センターは，地区で行われる宗教行事にも利用されている。

集落センターの東側に隣接して，稲荷神社の廃屋があり， 1980年頃まではこの敷地内の家屋に神主

が居住していた。このネljl主は行者であり，稲荷社も中東地区の地縁組織によって記られていたもので

はなかった。神主が1980年代に死去すると，以後は廃屋になっている。木造の社屋は屋根と壁が破

損したまま放置されており，参拝者のいない状況である。

中東地区では，災JlIl坊除を祈願する道切りの行事が行われる。集落の東西の入口にあたる県道土

浦-境線の東西両端と中央部の 3地点，集落の北口にあたる神明神社北西部の辻，そして集落の南口

にあたる 2地点の計 6地点に，大杉神社(茨城県桜川村)と愛宕神社(茨城県岩間町)の辻札が立て

られる。 辻札の形態、は木俣地区とほぼ同様である。大杉神社，愛宕神社の神札は， ~Ij個に高さ約

l.5mほどの篠竹の先にはさまれ，辻に立てられる。

I1 -2 宗教組織

中東地区で 1995 年に組織されている宗教組織は，神明神社の氏子組織および，金村~Ij雷神社，大

杉村1社(茨城県桜川村)，愛宕神社(茨城県岩間町)に対ーする講組織の計4組織である(第 2図)。全

43戸中， 41戸が氏子組織に加入しており，非加入の 2世帯は女性独居世帯である。中東地区では産

土社の祭礼には女性禁忌があり，女性独宿世帯は加入できないためである。 中東地区ではN姓を持つ

世帯が32世帯ある。 1991(平成 3)年までは氏子組織はこの32戸で組織されており， N姓の氏神的

な祭記形態がとられていた。 1992年以降は姓と関係なく加入が認められるようになった。

中東地区の宗教行事の!立話人を務める家(1戸)は当番と呼ばれ， 1年交代の輪番告Ijである。当番

は神明神社の氏子総代がなり，集落内で行われる主要な宗教行事を担当する。前年の当番は下戸，翌

年の当番は上戸と呼ばれ，当番の補佐をする。さらに前々年の当番を務めた家と翌々に年当番を務め

る家をあわせて，この 5軒を氏子組織の役員という。このように中東地区では 5年間氏子組織の役員

を務める。当番の任務は大Zりすると 11月の金村別雷神社への代参および12月に行われる本祭り(産

土祭り)の執行である。

金村議，大杉講，愛宕講は集落の全43戸が加入している。産土社とは異なり，これらの神社に対

する信仰に関しての女性禁忌はなし'0金村議の世話人は氏子組織の総代が兼務している。氏子総代は

I年交代の輪番iおりである。大杉講と愛宕講は毎年 l図， 1月にそれぞれの神社に代参する講である。

両講の代参者は輪番制であり， 2戸で代参する。同年に向じ世A帝が大杉神社と愛宕神社の代参当番に

ならないように順番は決められている。講員は金村講と同一だが，荷講とも独自の世話人(2名)を

有している。

以上のように，中東地区の単位で行われている宗教組織は氏子組織の他， 3つの講組織がある。氏

子組織と他の 3つの講組織との関では加入世帯が異なる。世話人は氏子組織と金村議の場合，産土社

の氏子総代が務めるのに対して，大杉講と愛宕議の場合は独自の世話人を有している点で相違してい

る。
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II-3 宗教行事

第 1表は中東地区における年間の宗教行事について，行事名，担当者，場所，行事内容を示したも

のである。

毎年 1月3日の午前中に，元初参りが行われる。これは集落の全戸 (43戸)から各 1名(男女不

i習)で金付加雷神社に総参をするものである。原則として集落全戸が参加する。中東地区の自治会班

長(7名)の自動車に分乗し，午前 911寺に祈祷を受ける。 1996年正月の参拝の際にはIZ長名で担問3

安全の祈願が行われ， 20，0001J:jを奉納している。参拝者の中には個人的に祈願を行う人もみられる 0

1995年には中東地区で 5人が個人崇敬者として参拝しているが(第 2図)，いずれも 1月3日に参拝

している。参拝後は集落センターで新年会がIj月かれる。これは初常会と呼ばれている。全戸から各 l

名(男女不問)が参加する。初常会の席で、大杉講，愛宕講の代参者の確認が行われる。 1980年頃ま

では初常会の場でくじ引きにより代参者が決定されたが，現在では家ごとの順番である。 1)]常会は，

自治会組織の会合であると同時に親睦・社交を兼ねた新年会であり，また大杉，愛宕i笥講の結び講と

しての機能を有している。

大杉講は疫病除け，愛宕講は火災除けの信仰で、ある。大杉講，愛宕誌ともに 2戸が代参する。代参

Elは 1月中の適当なW1Elを代参者が相談して決定する。雨講とも金村議と向様に全戸 (43戸)が参

加する。講費は 500円である。代参者は各神社に参拝し，祈祷を受けた後，神札(家庭用のノトキしと辻

札用の大札)を授与される。代参者が直接，神本しを諮員各戸に配付する。また代参者は，ネ111社から帰

参後，辻札を地区内 6箇所に立てる。辻札の目的は疫病および火災を含む諸難防除である。各家庭で

は通常，大杉神社の札は家内安全，災11f1徐けとして神棚に奉納する。愛宕神社の札は;章子111として台所

に配る。大杉講，愛宕講とも 2名の世話人によって運営されている。

新暦の 8月17臼に「観音様の万燈Jと呼ばれる夏祭りがある。これは十七夜とも呼ばれ，盆送り

の行事である。夏祭りも全戸が参加する。当日の日中に 男性が集落センター内に紀られている「ジョ
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ウインサマ_I (イー王様)の11肢を集務センター内の敷地に立てる。夕方からは集落センターの敷地で盆

踊りが行われる。夏祭りに関する準備・運営は自治会の斑組織が単位である。 2班ずつが紐となり，

l年交代で運営にあたる。 2名の班長が夏祭りの世話人を務める。

11 )=J 23臼の秋大祭にあわせて，中東地区では金村;]Ij雷神社に代参する。不浄等による禁忌は存在

せず，毎年全戸が参加する。代参の方法は~)、 iごの通りである。 10 月の中旬に神社から秋大祭の案内

が世話人あてに郵送される。金村議の世話人は氏子総代の当番で、ある。当番はこの案内を受けて， 11

月初旬に議員各戸をまわり，講金 1，500円を徴収する。秋大祭の 1週間程前(11月15日頃)には集金

した講金を当番が神社に納めにいく。 11月23日の午前中に当番と下戸の 2名が金村別雷神社に代参

する。集落へ戻ると，当番が各戸ヘネIjlキしを配付する。授与される判i札は家内安全の祈願がなされた中

札であり，各戸では神棚に柁られる。金村講として代参の前後に講員が集まることはなく，終了後の

直会も催されない。

12月第 2日曜日に行われるネIjl明神社の祭礼は本祭りと呼ばれ，女性は参加することができなし i0 

神明社の祭りは 1994年までは 12月15日に行われていたが， 1995年より 12月の第 2EI曜臼に変更さ

れた。前項でも述べたように， 1991年までは産土社の祭礼はN姓の世帯だけで行われていた。 1992

年~)、降は，女性独居世帯( 2戸)を除く 41戸によって祭礼は営まれている。

祭礼の前日には，氏子組織の役員(5戸)によって神明社境内の清掃が行われ，鳥居には注連が飾

られる。当日の午前中に当番の家で管理する 3本の111番が境内に建てられる。祭礼の!祭のネ111主は金村宮

司が務める。祭礼は約 111寺間で終了し， 2!l寺頃からは集落センターで直会となる。

夜会の費用として 1戸当たり 2，000円を徴収し，不足分は当番の持ち出しである。近年では仕出し

料理で賄われている。直会の席販は回定されており，当番を上座にして，当番の担当予定JII員に着席す

る。直会の準備には当番の殺戚があたる。直会の場で翌年度の祭礼の予定が話し合われる。また正月

に千lt栂jに紀る神宮大麻と神明神社の札が各戸.に配付される。産会は通常， 3時半頃に終了する。神明

神社への奉納物は甘酒を除き，直会の終了後に神主に献納される。神主にはさらに白米 l斗が献納さ

れる。翌年度の当番への頭渡しは本祭りの翌日である。本祭りで奉納された甘酒(徳利)と当番が管

理する!織(3本)が次年度の当番に渡されて，頭渡しの儀は完了する。

II-4 往民の参拝行動

次に中東地区の住民の日常の参拝行動から，金村lJlj雷神社に対ーする信仰の受容状況を分析する。中

東地区における住民の参拝行動の代表として， 1996年に当番を務めている N家における世荷主の参

拝行動をとりあげる。 N家は氏子組織，金村議，大杉講，愛宕誌の各宗教組織に加入すると同時に，

毎年規則正しい参拝行動を行っており，中東地区の住民の代表的な参拝行動であると考える。第 3図

はN家における世帯主の参拝行動を示したものである。 N家では，新年最初の参拝を屋敷ネIjlである氏

神に対して行う。氏神参拝終了後，元自の午前中に神明神社と安楽寺に初詣をする。参拝JIINは毎年i司

ーである。元日の午後には家内安全の祈願に一言主神社に参拝する。一言主神社には以前は l月， 9 

月と年に 2回参拝していたが，現在では 1月のみである。 1)~ 3日に金村別雷神社に参拝する。これ
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第 3図 つくば市中東地区N家における参拝行動 (1996年)

(開きとりより作成)

は集落の総参で、行うものである。氏子組織の役員でない時は，金村別宮干f!J社に参拝するのは年に 1度

である。次に参拝の頻度に関して検討する。氏神には毎日水と白米を供え，拝礼を行っている o N家

では神明神社に月 2回(1自， 15日)の頻度で定期的に参拝している。年に 1度の頻度で定期的に

参拝する寺社としては，安楽寺，一言主神社，金村3U雷神社がある。この他不定期で、元UJ大師に参拝

することがあり，頻度は 2~3 年に 1 度である。

E 第 2次信仰額における信仰の受容形態

一吉川市下内)11地区の事例

古川11'11下内川地区は古川市の北東部に位置し，江戸川右岸の標高 3mほどの低地に集落が立地し

ている。江戸川を境とし東側を千葉県野田市に接する。調査時 (1995年)における地区の世帯数は

132，人口は 605である。前章と同様に下内川地区にある宗教組織と年間の宗教行事を検討し，次に

住民の参拝行動を分析する。
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田-1 宗教景観

第41z1は下内)11地区における宗教施設の分布を示したものである。集落中央音r)~こ産土社で、ある大岩

神社が記られている。鳥居と拝殿は東部し，境内には元文年間(1736-41)に建立された十九夜塔や

石仏，地蔵堂， 13山大権現の石碑などが立てられている。大岩神社は，地区内で犯られていた女体神

社 4，天神社 2，稲荷村市=1の計 7社による神社合紀の結果， 1912 (大正 1)年に作られた神社であ

る。現在では下内)11地区全体の産土神として祭礼が営まれている。

大岩ネ11件Jの束但IJに隣接して正覚院がある。 1謂LLiは 1504(永正 1)年と伝えられる真言宗豊山派に

属する寺院である。墓地には江戸時代後期に由来する青面金剛，庚 1~3 ， ト九夜なとごの i~-l-J容が立ち並ん

でいる。下内)11地区には 2つの廃寺がある。集落の西部にある西光l史跡と南部の金i司IJ[涜跡である。い

ずれも集落の共同墓地として利用されている。金剛院跡には観音堂があり， I大和IJの観音様」として

地域住民に信仰されている o -1-一面観音像が杷られており 午年には御開帳が行われる。また大相!組

の婦人による念仏誌も観音堂で開かれる。

集落内の小耐では，浅間大ネ111 (富士浅間神社)を肥った石碑が2基ある。これは第 2次世界大戦前

までみられた富士誌の登拝記念碑で、あり 当時の世話人宅に記られているものである。大岩神社の北

西に女体神社が配られているが 特別な祭礼行事は行われていない。

出-2 宗教組織

下内川地区で 1997年に組織されている宗教組織は 大岩神社の氏子組織と社寺参詣諮組織がある o

:tJ寺参詣講には山岳宗教に機縁を有する戸!思議(戸隠神社)， iIFIJ獄講 (iIFIl獄事11社)，榛名講(榛名神社)， 

古Ih手詰(古i峰神社)，雷神に対する信仰組織である金村議(金村別雷神社)，板倉講(板倉雷電子111社)， 

さらには交通安全や厄除けで著名な成EEI講(成田山新勝寺)が組織されている。

第 4毘 吉JlI市下内)11地区における宗教施設の分布 (1997年)

(現地調査より作成)
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第 51認は， -1、ー内111地区における産j二社の氏子組織にJJIJ入している世;市の分布を示したものである。

大岩神社の氏子組織には特別な加入資格はなく，希望する i止帝は加入できる。下内)11地区に居住する

132戸のうち 93戸 (70.5%)が加入している。 非加入世帯は新住民が大半である。南部と北部の新興

住宅地に居住する住民は，氏子組織を始めとする宗教組織にはほとんど加入していなし E。 ド内川地区

の氏子総代は束組のA氏が務めている。任期Jや交代の制度はない。 A氏の家系では先代から下内111の

l豆長を務めており 区長を辞めた後， 1960 年代から氏子総代となっている。氏子総代の下，各組か

ら2戸ずつが選ばれて 世話人を務める。世話人は原良Ijとして 2年交代の輪番制である。 世話人の

任務は年に 3回行われる大岩神社の祭事の世話役で、ある。

次に下内川地区に組織されている 7つの社寺参詣講について検討する。

古 111条講は 39戸から構成されている。年に 1Iill， 4月に古i峰神社に代参する。代参人数は 8人であ

り， 5年で代参者が 1周し新講となる。新議になると，新たに議員が募集される。現在の講は 1995

年に新諮となったものである。

戸時講は41戸から;構成されている。 1988年までは 5月に 8人で代参していた。 1989年以降は 6年

に 1J支行われる戸!語、神社の大祭に合わせて，講員の総参を行う。

榛名誌と iMJ~訣講は講元，世話人が同一で、ある。榛名誌は 38戸，御獄誌は 26戸から構成されている。

榛名!lJ には 8 名，桂IJ~訣 UJ には 5 ~fが春に代参する。この代参制度は 1996 年まで継続されたが， 1997 

年は代参を中止し，両議あわせての総参形式で参拝した。今後の参拝形式については講元と世話人で、

検討中であるという。

金村議と板倉講は，ともに雷神を杷る神社への参拝講で、ある。金村議は 50戸，板倉識は 7戸で構

成されるが，金村議が東組，大熊組，西組，下組で組織されているのに対して，板倉講は大相Il組で、の

組織である。金村議は春秋の 2回， 5人が金村別雷神社に代参する。 5年で代参者が一巡すると講は

第 5図 古川市下内JII1也匿における氏子組織 (1997年)

(現地調査より作成)
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解散し，改めて新議を募集する。社寺参詣講のli:1で最多の講員数を有している。板倉講は 1995年ま

では， 2名による代参が春に行われていた。 1996年からは郵送により札を受ける形式に変更され，

諦員による代参は行われていない。

大柳組では， 3月に成133UJに参狩する講が組織されている。講員は22戸であり，大相IJ組内の宗教

組織で最多の講員数である。氏子組織に非加入の新住民の仁1:1にも，成田講には加入している場合があ

る。 成LI:I誌は札の希望者を毎年募り，戸数分の札を参拝者が受けてくる。参拝は希望する任意の 2人

が行う。

田-3 宗教行事

第 2表は，下内川地区における年間の宗教行事を行事名，参加者，場所，行事内容に関して示した

ものである。毎年 1)~ 2日に氏子総代と各組の氏子世話人を通して，大岩神社の門ネ!11，家内安全，交

通安全祈顕札が希望世;出;に配付される。j1IJネ!jlは災厄除けのために玄関口に，他の札は神抑jに配られる0

1993年までは元旦に，氏子世話人が交代で、初詣客用に甘酒による接待を行っていたが， 1994年以降

は世話人の負担が大きいという理由で中止されている。

2 )~ 11日に行われるのが「オビシャjと呼ばれる神事である。オピシャは氏子の健康祈願と疾病

I\Jí~けが目的である。当日朝 9 H寺に氏子は当番宅に集合する。当番は宿と呼ばれ，年に 1度，オビシャ

の I;t~ に弓矢製作および直会の準備を担当する。組ごとに l 戸(大相11 は 2 戸)が選ばれ，年番itlJである。

第 2表 古JlliliTFJq川地区における年IHJ宗教行事(1995年)

1995年までは代参j彰式

1;'2:1111[1新I!存'!j' 1 +LのJ受f子

公民館 |干しの配1，J

議員 1 :í~J l': fiÎi札の配1'J

r.tIi].'~ 1 i治元宅 I *8び総 (tlli{i主の徴i[Y-と代参字iーの決定)

議員 i議冗宅 I *hび務 (f，1Ii金の徴収と1t主主:t-の決定)
品Hヨ |泌元'-(;結びg{i;(議金の i致 JIJ_と 1~参者の?)~定)

1t参8人 1，1，-約千1[11'1: ご析符，中しのJ受I}，直会 ! 
{~参 8 人 1 H~γ1 科i 十 1: ご祈 tJi，れの授与， I立会 1 1997 '1'からは総:参形式

代参 5人 1 i出世持11'1: ご析持 中しの投与， [1立会 1 1997 '1'-からは総参形式

代参 5人 j金村万IJ'il¥--fljlfJ ご有rt伝中しの授'}-， i立会 i 
i世話人 |公ll':fin 1 fしの配付

i世話人 !公民館 11しの配{一i

(J:Jl.地調査による)
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当番宅で氏子は，各自オビシャで使用する弓矢と的を製作する。当番が材料となる真竹と葦(よし)

を年末のうちに用意しておく。原則として江戸川の河川敷から採取する。真竹からは弓と的を作る。

弓は大小各 2本ずつ， (:l~ は大小の 2 つである。矢の本数は氏子の世帯数分である。当番の用意した昼

食をとった後，氏子は 1311寺に大岩耕地;境内に移動する。神主による祝詞奏上の後，作成された大小

2本の弓矢を用い 氏子がそれぞれ各 1本ずつの矢を放っ。的の中央には災厄をイメージした黒い丸

が拙かれ，それを射抜くことで徐災幸福を祈願する。 1511寺からは組ごとに直会が催される。大相ilは

集落の公会堂で，他の集落では当番宅で行う。

3月から 5月にかけては講による社寺参誌が行われる。大相11組で、は，高111有で独自に組織される講と

して板倉誌と成田講がある。板倉講の結成時代は明治期であるが，その規模は小さく， 1996年現在

で諮員数は 7戸である。現時点における参拝形式は郵便詩形式であるが， 1995年までは板倉雷電神

社への代参が行われていた。代参者は 2人であり，代参の前にあたる 3月中旬に，が;び講を開いてこ

れをijとめた。代参は輪番制を旨とし，希望者が代参したが，希望者がし=ないときにはくじ引きで代参

者を決定した。なお代参日は 3， 4月における代参者の適当な日を決めた。利時土で、はご析持の後，直

会を受けて帰参した。ネrpifしは代参者が常会で直接講員に自己付した。講員数の減少と交通条件の悲化に

より， 1996年以降は代参を廃止し，郵便講形式に変更したため，現在は世話人あてに神札が郵送さ

れてくる。札の配付は世話人が常会の場で行う。下内JII地区の各組では毎月 1J支常会が開かれており，

新講の募集や神札の配付もこうした常会の場が利用される。板倉吉竜神社への信仰は五穀豊穣とï:!~j乞

いであり，授与される札の中には「氷嵐除けJ札が含まれている。 1980年代以前には，この札を接

竹に挟んで、各議員が所有する苗代の入口に立てたという。

成町議は成田山新勝寺に 3戸で代参する。現在では板倉講と同様に代参!時期は 3， 4月であるが，

1994年以前は，春(3， 4月)と秋(9月)の年 2@]， 2名ずつで代参していた。板倉講と成田誌

は同時に，議員参加による結び誌を開き，ここで代参者と講金の確詑認、が行われる O 板倉講が代参を←仁一

j止上した 1996年以i降:埠年も，この結び講の形式には変化はなし ) 0 成田山新勝寺への祈願は個人による家内

安全であり，集落単位での共同祈願とは異なる。代参後の常会の場で，両誌の授与札が各議員にi配付

される。

古IU約r)市:は火i坊の耕Iとして信仰されている。江戸時代末の弘化年間(1844-8) に当時の古JII村で、大

規模な火災があり，以来火難除けに近隣の村々で結成されたという伝;示を持つ。代参日は 4月の適当

なHを代参者が決める。代参に先立ち，結び請が諮元宅で関かれる。結び講では講員全体で集まり，

講金の徴収および代参者の確認が行われる。代参は家ごとの順番である。代参者は自動車に分乗し，

古峰神社に参拝し，神社で直会を受けた後，帰参する。代参から戻ると，キしは講元に?J支され，各組の

Ut話人が常会の際に議員に配付する。

榛名講と 1*-IJ~訣講は，議元，世話人が同一のkll織で、ある。明治期に起源を有する講であり，講元の B

家は少なくとも三代にわたって雨講の講元を務めている。 B家の先代は 1960年代前半まで，木曽笹IJ

岳詳j:の講元の任にあったが，木曽街j岳講は先達(行者)が死去し，消滅したという。両講とも 1996

年まで代参議形式がとられており，参拝に先立ち，桂Il~設講，榛名講の講員は合同で結び講を開いた。
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講元宅で行われる結び誌には全議員が参加し， くじ引きによって代参者(榛名山 8人，御嵐山 5人)

が決められた。両講の代参者が他講(金村講や古11I計免戸i語講)の代参と重複すると，代参者を変更

することもあった。両誌とも春(4月)は代参形式であり，代参者が直接札を授かる。代参者は諮元

にネIjl札を波し，札は各組の世話人を通して，常会の場で各論:員に配付された。これに対し雨諮とも秋

( 9月ド旬)には札が講元宅へ郵送されてくる。札の配付方法は春と同様で、ある。 1970年代までは代

参の際に， 1ll:IJ i訣講は 1i自，榛名誌のjA-合は 2il~J したという。 1980 年代以降は御巌山には1::1 帰りで，

榛名UJには 1{I~ で代参するようになった。

議員数は両誌とも減少傾向にある。観光的要素の少ない街l議講の方に特に講員の減少が顕著である。

下内)11地I"Kでは，東，大熊 iL11，下の 4組では 5つ，大相lで、は 7つの代参議が組織されている。複数

の諸に加入している佐帝では，毎年いずれかの誌による代参が当たり，この代参が負担であるという

ま里山で，新誌の際に辞める講員が増加している。そこで榛名講と御獄講では， 1997 {I三から春の代参

は仁jJJl二し，両講合わせた議員総参に参拝方式を変更した。これはパスを i台fffり上げて，講員全体に

よる遊山を兼ねた参拝方式である。 1997年の場合， 1可諮講員は朝 6Il寺に下内川を出発し，午前中に

御獄神社に参拝し，午後に榛名神社を参拝した。 群馬県の伊香保温泉に l泊し，翌 1]下内)11に戻った。

御議誌の場合，盗賊除け札他 1枚 榛名講は氷嵐除け札他 2枚を授与札として受ける。

金村議:は春秋の大祭時に参拝する。世話人は各組 l人ず、つであり，いずれも世襲制である。世話人

のiやでも東組の C氏が筆頭格である。 c氏の家系では代々，金村講世話人を務めている。 c氏が4代

目である。金村議員は下内川で50戸である。この戸数には近年変化がなしE。代参は家ごとの順番で

ある。京都tから 5戸ずつで代参し，東が終わると，西， T-，大熊の}II貢で一巡する。 5年で新講になる。

世話人はこの}II買に入らず\最後に世話人 4 人で代参する。~)、前からくじ引きで代参することはなかっ

たとし寸。現在では講金はC氏が一括で立て替える。代参者は参拝の朝にO氏宅に寄り，講金を受領

する。金村参拝後には，筑波山などの観光地をめぐり，代参者同士で、直会を行う。帰参後，代参者は

C氏に授与札を届ける。 c氏から各組の世話人に手渡され，世話人から常会の場で各講員に自己付され

る。古IIJ全講などとは異なり，議員全体で参会することはない。

戸隠誌の講元の家系は明治期より，戸 I~き講元を代々務めている。戸時中社の御師が，参拝の連絡，

宿坊の手配，およびゃIl札の郵送を担当している。講員は41戸であり， 1988年までは代参していた。

代参者は 8~1 であり 5 年で一巡した。榛名議 御議講と同様に，代参考は出発前の結び講で決定され

た。諮員会戸から代表者が諮元宅に集まり，各組世話人が作成したくじを ~I く。当たりくじをヲ!しヨた

家が代参者を出した。参拝は 5月の戸結社大祭にあわせて行われた。帰宅後，札配りは代参入が講員

各戸にi亙抜配付した。代参の人数や時期は時代によって異なる。 1936(昭和 11) 年の代参では，総

勢64名の講員が数えられ，秋(9月)に 5人が代参していた。代参は必ずしも定期的ではなく，第

2 次!1t界大戦後は 4~5 年間に 1 度の割合で実施されてきた。 1989年からは，戸!掻社の大祭( 6年

に 1度)に合わせて 議員の総参という形態になり，現在に至っている。 1997年には戸隠参拝が行

われた。 朝 6時に出発し，午前日時に戸隠中社でご祈祷を受け，当日は宿坊に 1{I~l した。翌日善光

寺を巡り，夕方に下内JIIに帰参した。代参の当時は 2泊しており， 1泊は宿坊，もう l泊は長野県内
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の上LU田温泉などに宿泊した。 1997 年度の参拝の場合，参加者は 30 名ほどで講員~)、外にも参加者が

あった。参加者は世話人を通して募集する。参拝の有無とは関係なく，戸隠!iJ社からは何:年 1月に講

元宛に神札(種兆，供物，}否)が郵送される。千111札は世話人を通して各議員に配付される。

オピシャの他に J産土社の祭礼が年 2rmある。 3月15日の春祈祷と 12月15日の献穀祭である。 li1t

祭りとも，祭典の手}I聞は!司ーである。参加者は 13名であり， tU~話人(10名)と氏子総代，会計，区

長が参加する。 13n寺から神主による祝詞奏上が行われ， 14時から iご内)11公民館で参加者による直会

が催される。 1986年まではネ1IヰJに隣接するネIII主宅で直会が催されていたが，十111主が死去し，古川市

川藤地区に在住する現ネ111主に変わってからは，公民館で行われるようになった。春祈祷，献主主
L祭とも

に一般の氏子が参加することはなく，供物の奉納も行われない。また年末には，神宮大麻と幣束が大

岩神社神主から氏子総代，世話人を通して希望する氏子各戸に配付される。

由-4 住民の参拝行動

次に下内川地区の住民の日常の参拝行動から 金村Jjlj雷神社に対する信仰の受容状況を分析する。

分析に当たり，下内川地区における住民の参拝行動の代表例として，東，大!ì~ ， Tl1i，大相1I組に居住す

る住民から 1戸ずつ選択した。事例として世帯はいずれも，氏子組織に加入すると何時に，社寺参詣

講の講元や世話人を務めており，下内川地区の住民の代表的な参拝行動を示すものと考える。このう

ち金村講には 3戸が加入している。事例祉;許の世帯主における年間の参拝行動を，その頻度とともに

示したのが第 6!~である。 4 戸とも産土神である大岩神社には毎年元旦に参拝している。大岩神社に

は，元旦の他にもオピシャといった年中行事の祭礼や，初宮参りや七五三といった人生儀礼の際にも

参拝されている。定期的に年に l回は参拝する社寺として 3 市;が成田UJ新勝寺を選んでいる。参拝

H寺Wjは 1H 1:ドもしくは年末である。大柳組では誌による参拝も行われているが 事例世帯は詩とは別

に，偶人で毎年参拝している。この他の定期的な参拝対象社寺として川崎大nmがある。事例世帯では，

病気平癒祈願に毎年 l月に参拝している。不定期に参拝される社寺には浅草寺，笠間稲荷，佐野元山

大師，愛宕ネ111社がある。 浅草寺と笠間稲荷は商売繁盛，佐野元山大師は厄除けの祈願である。愛宕神

社は下内JII地区に憐設する野田市に立地することもあり，通勤や買物行動に付l;jJiして参拝が行われる。

金村日iJ雷神社に参拝する例は事例世帯にはみられない。

w 金村別雷神社信仰圏の地域的特性

N-l 第 I次信仰i習における金村信仰の受容形態

中東地区の年間宗教行事には， 1月の金キ村;J拐j

祭りおよびび、1ロ2月の本祭りがある O 夏祭りが自治会の班組組.織を単単I_f位立に運営されるのに対対今して， その他

の行事に関しては，いずれも宗教組織が祭礼の執行，運営を主導している。中東では地立単位で組織

されている宗教組織が4つある。大杉講と愛宕講は集落外部に位置する崇敬祈願社に諸難除けの祈願

を行う代参議組織である。集落の全戸で組織されている。世話人は両講とも 2名であり，代参者(2 

名)は家ごとの順番による輪番市Ijである。代参者は結び講(新年会)の r%~ に権認される。 以前にはこ
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の結び誌において両;苦の代参者が決定されていた。

金村議も から組織されており，秋に 2名が代参する。氏子組織における長が世話人となり，代

参者は当番と下戸である。大杉，愛宕，金村 3講の議員は向ーであるが，その信仰形態は異なる。講

員による輪番ilJljの代参が行われており，代参者が一巡すると新講となり新たに誌が再組織化される大

杉，愛宕両講に士、jして，世話人が代参する金村議の場合，講は独自の宗教組織としての機能を有して

おらず，ネr!Ltしの配付手段として機能している。このことは大杉，愛宕荷講の場合，講儀礼としての結

び訴がl}f1かれ，代参者の{確認、や談金の集金が行われるのに対し，金村議の場合，誌にi認する儀礼が皆

無であることからも明らかである。このように大杉神社，愛宕神社に対する信仰と比較すると，金村

信仰の受容形態には差異が看取される。この差異は，各神社と中東地[Rとの結びつきの点にも裏付ーけ

られる。 中東地区では l月 3日に全戸が金村別雷神社に総参する。また産土社の祭干しの際に金村吉可

が神主を務め，村l明社の札や神宮大麻も金村宮可から当番を通して各戸に配付される。大杉神社や愛

宕神社と中東地区との結びつきが年に 1度の代参のみであることからも大杉，愛宕両社に対ーする信仰

と金村別雷神社に対ーする信仰との!習に差異を指摘できる。

金村JJlj雷神社と産土社に対する信仰!との受容形態にも差異がある。神明社の祭礼は女人禁制で、あり，

力n入世帯が限定されている。産土神には当番が準備する甘酒，海:の物，山の物といった供物が奉納さ

れ，祭礼終了後には直会が催される。これに対ーして金村講の場合 i亙会のような講に付随する行事が
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存在しない。金村別雷神社と産土社や大杉ネ11吋1，愛宕ネ11J社に対ーする信仰の差異は住民の参拝行部Jにも

顕著に現れる。産二!二社は氏ネIjJに次ぐ信仰の位置にあり，月に 2@の相対的に高い頻度で参拝されてい

る。金村別雷神社に対しては年 1lfil，定期的に参拝している。大杉神社と愛宕神社は代参以外に参拝

することはなく，個人のレベルでは信仰対象とされていないことがわかる。このように金村別雷神社

に対する信仰が，産土社とも大杉村i社，愛宕神社いずれにも差異があることが明らかである。

金村誌が諮組織として独自の宗教組織を形成しておらず，氏子組織や自治会組織に取り込まれる形

で併存している。このことは氏子総代が世話人を兼務している点に特に顕著である。しかし同時に金

村)]Ij雷神社に対し，集落全戸で総参することからも看取されるように，中東地区で、は産土神とは異な

る信仰対象として金村Jjlj雷神社が受容されている。第 2次i世界大戦前から地区では，兵士安全祈願が

金村別雷神社で行われており，地域の鎮守子IjJとして信仰が受容されてきたと考えられる。

地域の鎮守神として金村7JIj雷神社が信任11される安悶には，中東地区の産土社で、ある神i到来1=が金村宮

司の兼務社であることも指摘される。兼務社の氏子住民に対する神宮大麻.J主土社札の自己fすは，金村

宮古}を通して行われる。氏子組織の代表者はこうした神札配付や祭礼執行を通して，金付加雷神社と

日常から連絡を通じている。氏子組織の代表者が輪番市uで担われることにより，氏子構成員の全戸が

金村Jjlj雷神社と関係を有することとなる。このような集落・住民と金村別雷神社との El常からの結令

関係が，地域の鎮守ネ111として信仰が受容される要因となっていることが考えられる。

lV-2 第2次信仰i習における金村信仰の受容形態

ド内}II地区には，地区単位で組織されている宗教組織が 8つある。このうち社寺参詣諮:が 7つ(占

11)乞戸i活，榛名，笹IJi訣，金村，板倉，成田)を占めている。氏子組織と 7つの社寺参詣講組織の間で

は，それぞれ構成員が異なる。氏子組織は氏子総代の他，各組から 2戸ずつが選ばれ，輪番jliljで世話

人を務める。この世話人が氏子組織の実質的な運営者となる。産土社の祭礼には， 2月のオピシャ，

3月の春祈祷， 12月の献穀祭があり，特にオピシャは氏子全世帯;が参加する行事である。各組では，

I年交代で、宿が仕上話人と別個に選出され，信がオピシャに必要な真竹，葦の準備から直会に至る祭礼

に関わる諸事を担当する。

第 3表 古川市 F内JI¥地区における社寺参詣講組織 (1996年)

講1"1 崇敬対象 所在地

古i峰講 古峰神社 栃木iJZ鹿沼市

戸!語講 戸 I~針111社 (1 十i社) 長野県戸1¥討す

榛名諮 榛名ネI/l社 l洋馬県榛名村

fj¥Jd設講 世¥li設ネIlrtl: 東京都青梅市

金村議 金村別雷ネI1斤J: 茨城県つくば市

板倉講 板倉言電子Ijl社 群馬県板倉町

J&:I琵講 J&:mLlI来日j跨寺 千葉県成l王!市

求 大字 (5 おL)の i今の束組，西組，下組，大1ì~ ネIL

M 大字(5組)の内の大将11組.

御利益 議元

火是非除け 1人(世襲)

五穀豊様 1 (世襲)

jえi設け 1 (1止襲)

盗賊除け 1 (1止襲)

雷除け，降雨祈願 なし

氷j武i徐け なし

家内安全 なし

i止話人

5人(世襲)

4 (世襲)

5 (1止襲)

5 (1止襲)

4 (世襲)
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成田講を除く社寺参詣講組織はいずれも，各社寺が有する御利益に対ーする集落の共同祈願を基盤に

結成された宗教組織であり，他地区に立地する社寺への参拝(代参，総参)が講による活動の中心で

ある。下内川地区で組織されている社寺参詣講の信仰形態を整理したのが第 3表である。各社に対ーす

る参拝形態、や代参人数，御利益は異なるが，独立した世話人(講元)と議員を有している点で共通し

ている。社寺参詣講のうち 4 講(古峰，戸 I~き，榛名，笹11&託)が大字を単位とする組織であり， 3講

(金村，板倉，成田)はま11を単位としている。金村講の場合には，大字内の東，西， 大熊の 4組

から組織されている。金村議を始めとする社寺参詣誌の場合， !!t襲市Ijの講元，世話人を有する講が大

半を占め，講運営に継続性がi玄iられている。また社寺参詣講で、は，社寺参拝に付随する宗教行事，例

えば代参者の決定・確認や講金の徴収の場ーとしての結び、講や産会といった講としての儀礼が営まれて

いる。このように氏子組織と社寺参詣諮組織は，それぞれ別偲の構成員を有すると同時に，独自の誌

としての行事が営まれている。これらのことは，宗教組織としての社寺参詣講が，自治会組織や氏子

組織から自立した独自の組織であることを示している。また社寺参詣講は，他組織に対して独自性を

有していると同時に，社寺参詣講:相互!日?には共通性も看取される。榛名諮と荏111設誌は，それぞれ個別

の講員を有する独自の講組織であるが，講元(世話ノuのような講の運営者 結び講のような講儀礼

の機会は向ーである。 板倉誌と成田講の問にも同様の関係が存在する。社寺参詣講相互間にはこの他

にも関連牲が指摘で、きる。各誌における代参者は，各議の方法に基づいて選出されるが，同一世帯が

i司時期に複数の社寺に代参することを避けるのが原則とされている。他講の代参が決定している場合

には，各自の交渉により代参者を変更することが可能である。このように他講との関連において代参

者の調整が図られることからも，社寺参詣講相互i習の組織的関連性は明らかである。また下内JII地区

では，月末にIj号かれる常会が勘定講としての機能を有している。例えば4月の常会では，古111全，榛名，

御j試金村の各議の講札が世話人を通して各講員に配付される。代参に関する会計報告も!司~寺に行わ

れる。常会は自治会組織の会合であるが，社寺参詣講の勘定議的役割も果たしている。常会は代参者

が一巡し新誌を募集する際にも利用される。産土社を通して自己付される神宮大麻や産土社札が各戸に

個別に配付されることと比較すると，社寺参詣議が相互に関連を有すると問時に，氏子組織とは画し

た組織であることがわかる。

範囲 講員数
信仰形 態

信il 考
参拝形態 代参人数と決め方 議の儀礼

大字 39 春代参 8人(家)11員) 結び講

大手: 41 春総参，正月郵送 結び講 1988i4ミまでは春代参 (8人)

大字 38 春代参，秋郵送 8A (くじ1]1き) 結び講 1997i]ミより春総参

大字 26 春代参，秋郵送 5A (くじ1]1き) 結び講 1997年より春総参

4紺* 50 春秋代参 5人(家)11N) 直会

l組L* * rゥ

春郵送 結び講 1995年までは春代参 (2人)

1組** 22 春代参 2人(任意) 結び講

(現地調査による)
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下内J1I地区の住民における参拝行動を参拝頻度，初詣における参拝順位から検討すると次のことが

わかる。事例とした 4世帯が年に 2回以上の頻度で、参拝しているのは，産土社である大岩神社 l社で

あり，全戸が該当する。年に 1回の頻度で参拝する社寺には，成田山新勝寺(3世帯)， J 11崎大師

( 1世帯)が挙げられた。定期的に参拝がみられる社寺はこの 3つであり，その他は不定期参拝であ

る。初詣の参拝順序は各世帯とも大岩神社が最初(元日)であり，新勝寺や)111埼大師は 1月中に参拝

されている。下内)11地区で、は個人が金村別雷神社に代参以外で参拝することはなく，金村ー別雷神社と

地区住民との結びつきは，議による参拝が唯一である。これは成田講を除く，すべての社寺参詣講に

該当する。金村万Ij雷神社は古峰神社，戸i思神社，榛名神社，御巌神社，板倉雷竜神社と同様に，その

御和益によって下内JII地区に受容されている。金村議における雷除け 御獄講の盗賊除け，古111結誌の

火難除け等に代表される御利益は 集落の共同祈願によって成就するものである。これらの神社は，

個人的な崇敬対象ではなく 講組織による共同祈願として信仰が受容されているものと考えられる。

このことは金村別雷神社を始めとする社寺参詣講の組織されている神社が 他人による参拝の対象と

されていないことからも明らかである。また下内JII地区では 中東地包でみられたような，金村宮司

と住民の間に産土社祭礼や神宮大麻の配付を介在とする結びつきも存在しない。下内JII地区の住民に

とって金村別雷神社は，家内安全や交通安全といった個人的な信仰動機で参拝する神社ではなく，集

落単位での共同祈願の対象として信仰が受容されていることがわかる。

以上，第 1次信仰題および第 2次信仰留における金村信仰の地域的特性を模式的に示したのが第 7

図である。京都・賀茂神社の分霊社として 10世紀に勧請された金村別雷神社は，その近隣地域であ

る第 l次信仰圏内の各集落において鎮守神として受容された。降雨祈願の御利益と共に，農耕儀礼や

新年の祝祭行事ーとしても信仰が受容され，個人単位での崇敬者を集めている。信仰圏の外縁部に位置

する第 2次信仰圏の集落では，雷神としての御利益を直接の契機とする結びつきが顕著である。代参

議が組織され，外来の利益神として信仰が受容された。個人としての参拝はほとんどみられず，集落

1 )第 1次信仰圏内の集落

社い

社

て

神

れ

船

出

さ

阿

川

信

念

。函

第 7図 金村信仰の受容形態に関する模式図
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単位での共開祈願が主である。同時に，団体による参拝自体が目的化され，参拝にレクリエーション

的機能が付加されている点も特徴として指摘できょう。

V おわりに

金村別雷神社から徒歩 1日間に位量する第 l次信仰留では，第 2次世界大戦前より，降雨祈願の対

象として金村信仰が受容されており，第 2次世界大戦後には神社側からの講結成の勧奨を受けて，新

規に講社が組織された。金村講の地域的特性として，他の宗教組織(氏子組織)や自治会組織と金村

議組織が結合し，自立的な宗教組織として機能していない点が挙げられる。このことは， 1)世話人

の非継続性と従属性(世話人が非世襲的であり， 1 ~ 2年の期間で交代することや世話人が他組織の

長によって兼任されていること)， 2)代参制度の未確立(特定者，例えば世話人によって代参が行

われ，講員による輪番制ではないこと)， 3)議行事の欠如性(結び講や代参後の直会がないこと)

から明白である。金村信仰は，在地の産土神や遠来の利益神に対ーする信仰とは異質の鎮守神として地

域に受容されている。このことは， 1)住民の参拝行動における参拝頻度や参拝順位， 2)元朝参り

なととの集落行事との関わりから実証される。この鎮守神的性格は，配キしゃ産土社祭礼の執行を通して，

金村宮司と集落との結合により強化されている。

第2次信仰圏における金村信仰の地域的特性としては以下の点が指摘されうる。第 2次信仰菌は，

i明治期以前に起源を有する相対ー的に古い時期に組織された講が分布している。金村議の地域的性格と

して，氏子組織や他の社寺参詣組織から自立した，独自の宗教組織を形成している点を指摘すること

ができる。このことは， 1)世話人の継続性と自立性(世襲制による世話人により講運営がなされ，

かつ金村議独自の世話人を有していること)， 2)構成員の独立と代参制度の確立(他の宗教組織と

は構成員を異にし，参拝の際には議員による輪番制で代参されていること)， 3)議行事の存在(結

び講や勘定講といった講としての行事が営まれている)ことから明らかにされる。第 2次信仰圏にお

ける金村信仰は，在地の産土神や鎮守神とは異なる遠来の利益神として地域に受容されている。金村

別雷神社と集落とは，雷神に由来する御利益を核として結合している。降雨祈願や寝虫除けの事象に

顕著なように，金村別雷神社の有する御利益は集落の共同祈願の対-象である。したがって第 2次信仰

習の範囲では，共同祈願を目的とする代参議によって，地域と金村別雷神社は結合される。一方で個

人崇敬者による参拝は少数であり，住民の参拝行動にも金村別雷神社は選択されていないことからも，

金村別雷神社が鎮守神ではなく利益神として信仰されていることが明白である。また同時に，第 2次

信仰圏は神社から相対的に遠隔に位置するため 講による集団参拝行動が余暇活動的要素を有する点

も解明された。第 2次信仰圏の地域において，金村別雷神社は 1日余暇菌に位置し，参拝そのものを

目的とする講員全体による総参型の講も存立する。以上，金村別雷神社信仰留を模式イヒしたのが第 8

図である。

金村別雷神社の事例を一般化すると，崇敬祈願社における信仰圏の地域的特性として，次の点が示

唆されよう。崇敬祈願社はその御利益を目的に勧請された神社である。この崇敬祈願社が勧請された

地域には，既存の産土社に対する信仰が地域的基盤を形成している。崇敬祈願社に対ーする信仰は，こ
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。第 8図 金村別雷神社信仰圏の模式図

の産土社信仰を包摂する形で，近隣地域(第 1次信仰圏)における鎮守神として受容される。これに

対し外縁地域(第 2次信仰菌)では，御利益に基づく遠来の利益神として受容される。信仰形態とし

ては講が組織され，集団による参拝が核となるものと考えられる。

本研究の遂行にあたって，文部省科学研究費補助金(基盤研究 (B) (1)) r日本における農村地理学構築のた

めの理論的・実証的研究J(課題番号13480014) (研究代表者:田林 明)，および向(若手研究 (B))r自然的基

盤からみた雷神信仰の地域的差異に関する研究J(課題番号13780051) (研究代表者:松井圭介)の一部を利用し

た。

注

1 )神社の有する性格には，大きく分類して， 1)氏

神型神社(信仰)と 2)崇敬祈願型神社(信仰)と

の 2つの系統があげられる。氏神型神社は，地域や

配る人々が限定された開鎖的な共同祭記が中心であ
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るのに対して，霊威のある神々が地域を越えて，各 1994)。
地に勧請された神社を崇敬祈願型神社という(岡田
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Meaning of Kanamura Shrine's Religious Sphere 

in Terms of Competition Among Plural Religions 

Keisuke MA TSUI 

In this paper， the author has tried to clarify a true differentiation of the religious sphere of 

religious associations and believers. To do so， the author focused on the Kanamura betsurai shrine in 

Tsukuba， lbaraki prefecture. 

As a regional characteristic of the Kanamura faith in the first area， the author pointed out the 
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following. In the first area， situated about half to one day's walk away from the shrine， worshipping to 

pray for rain has been conducted since before the Second World War. After the War， new associations 

of the dantaiみotype were founded by the people living in the shrine town. The regional characteristic 

of the Kanamura association in the first area has been identified as follows: 

1) It is united with other religious organizations or neighboring associations and is not 

independent. Accordingly， the head of the associations concerned holds the main post. 

2) The system of vicarious visits is not established here. Accordingly， members are not selected 

by rotation but instead， a manager visits each time. 

3) There are no rites related to Kanamura in the community. There are no meetings held to eat a 

meal with the kami or to confirm members. 

The Kanamura faith is accepted by the people as the local shrine， which differs from both a 

tutelary shrine and a goodwill shrine. This is clarified by the content of prayers conducted there 

specializing in requests for the health and safety of family or military， people's frequency or order of 

visits and the relation between the Kanamura priest and the events of the community. The 

characteristic of the local shrine is strengthened by distributing amulets or dedicating festivals of the 

tutelary shrine. 

As a regional characteristic of the Kanamura faith in the second area， the author pointed out the 

following. In this area， most associations have a relatively a long history， having been founded before 

the Meiji era. One of the regional characteristics of the Kanamura association in the second area is 

that it is independent of others. This was clarified by the following: 

1) They have their own managers who have inherited the role through their family lines. 

Accordingly， this allows it to have continuation and be independent of others. 

2) The system of vicarious visits is established here， and they have their own members. They 

visit Kanamura by turns. All members visit， and new members are recruited to start a new 

assoClatlOn. 

3) It has rites related to Kanamura in the community. There are pre or post meetings held to eat 

a meal with kami， to distribute amulets， to confirm members or to collect membership fees. 

The Kanamura faith is accepted by the people as a goodwill shrine， di百eringfrom both a tutelary 

shrine and a local shrine. People worship Kanamura for the sake of her divine goodwill， which derives 

from the thunder god. Her divine goodwill is sought through community prayer. The system of 

vicarious visits. is one way to obtain goodwill from the shrine. Situated far from the shrine， it has a 

recreational character. In the second area， Kanamura is situated one-day's walk away， so that all 

members visit it together within some associations whose purpose is to visit. On the other hand， 

there are few believers in this area. As a result of the religious behavior of inhabitants， it is not 

visited privately. The author illustrates the schematic model of Kanamura's religious sphere in Figure 8. 

Generalizing from the Kanamura case， the author also demonstrates the regional characteristic 

of the religious sphere in a prayer-type shrine. It is branched from a larger and better-known shrine 

to bestow divine goodwill. In the area， the prayer-type shrine is branched， and has already founded a 

faith in a tutelary shrine. The faith in the prayer-type shrine is accepted as a local shrine in the 

neighborhood named as the first area by the author. On the other hand， it is worshiped as a goodwill 

shrine based on the divine goodwill in the outer area named as the second area by the author. 

Key words: religious sphere， Kanamura shrine， religious organization， competition. 


